
 

 

粗悪学術誌にご注意ください！ 
-オープンアクセスジャーナルに論文を投稿する前に- 

 

近年、査読誌をうたいながら、適切な査読を行わずに論文を掲載し、高額な投稿料を

搾取する粗悪学術誌が増加しております。このような粗悪学術誌への投稿は、自身の

評価を下げるだけでなく、大学全体の研究に対する評価を損ないかねません。 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハゲタカジャーナルとは 

トラブルの事例 

Choose the right journal or publisher for your research！ 

Think. Check. Submit.  

http://thinkchecksubmit.org/ 

投稿前には、十分に確認を取ってから、 

投稿先を決定されるよう、ご注意ください。 

・高額な投稿料が請求される               ・全く査読されずに論文が掲載される 

・論文の取下げを要求すると高額な手数料が請求される ・会費徴収が目的の国際会議等に勧誘される 

・オープンアクセスだった論文が突然閲覧できなくなる ・研究成果が正当に評価されなくなる 

 

海外では【Predatory Journals】（略奪的雑誌）と呼ばれており、日本では【ハゲタカジャーナル】と

翻訳されています。適切な査読を行わないこと、高額な論文投稿料を要求すること、論文の取下げに

応じないこと等、多くのトラブルを起こしています。 

ハゲタカジャーナルであるかチェックするためのサイト 
 

 

Mail：kg-lib@s.shobi-u.ac.jp 

URL：https://library.shobi-u.ac.jp/lib/ 

尚美学園大学メディアセンター 
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